
令和３年１１月定例教育委員会会議録 

 

○日  時  令和３年１１月１８日（木） 午後３時～午後３時４２分 

○場  所  櫛引庁舎 ３階 教育委員室 

○出席委員  教育長 布川 敦 

１番   百瀨 克浩（教育長職務代理者） 

２番  清野 康子 

３番   毛呂 光一 

４番  齋藤 美緖 

○欠席委員  なし 

 

出席議事説明職員氏名 

教育部長        本間 明        参事兼給食センター所長  井上 克浩 

管理課長        木村 健夫       学校教育課長       成澤 和則 

社会教育課長      三浦 裕美       社会教育課文化財主幹   沼沢 紀恵 

中央公民館長      熊坂 めぐみ      図書館長         武田 綾子 

スポーツ課長      齋藤 匠        スポーツ課主幹      阿部 三成 

朝日庁舎総務企画課長  五十嵐 孝義 

 

出席事務局職員氏名   管理課庶務主査  本間 陽子 

 

会議次第 

１．開会 

２．協議 

   教委第１号 委員の議席の決定について 

   教委第２号 教育長職務代理者の指名について  

３．市民憲章唱和 

４．会議録署名委員の指名 

５．議事 

日程第１ 議第３０号 市議会の議決を経るべき事件の議案に対する意見の申出について 

（非公開） 

６．報告事項 

   （１）令和３年度鶴岡市民俗芸能交流発表会について 

   （２）酒井家庄内入部４００年記念プレ事業 松ヶ岡開墾１５０年記念歴史講座について 

（３）藤沢周平記念館 館内朗読会について 

（４）第６３回「上野甚作賞」について 

（５）中央公民館の事業について 
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 開    会（午後３時）  

   

教育長 会議開会の前にご報告申し上げる。皆様もご存じのとおり、先の１１月

市議会臨時会において議会の同意をいただき、１１月１２日付けで教育委

員に百瀨克浩委員が就任された。百瀨委員よりご挨拶をお願いする。 

（百瀨委員挨拶） 

 

教育長 次に、本日出席の皆さんにも自己紹介をお願いする。 

（各委員、各管理職挨拶） 

 

教育長 それでは、ただいまから１１月の定例教育委員会を開会する。 

はじめに、教委第１号委員の議席の決定についてお諮りする。委員の交

代に伴う新教育委員の席次は前任者の議席としてよろしいか。 

 

教育委員 異議なし。  

教育長 異議なしということで、百瀨委員の議席は１番とする。今後、この議席

で委員会を進めていくが、会議の場にとどまらず、委員会運営上の様々な

面でこの議席順を適用していくのでよろしくお願いする。 

次に、教委第２号教育長職務代理者の指名についてお諮りする。 

教育長職務代理者については、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第１３条に規定があり、教育長に事故があるとき、又は教育長が欠けた

ときは、あらかじめ教育長が指名する委員がその職務を行うとされてい

る。 

これまでは退任された田中委員にお願いしていたが、この度、百瀨委員

を教育長職務代理者に指名させていただく。 

 

百瀨委員 （了承）  

教育長 今後とも、よろしくお願い申し上げる。それでは市民憲章唱和を行う。 

（スポーツ課長が先唱し、市民憲章唱和） 

本日の会議録署名委員は、４番委員にお願いする。 

 

教育長 それでは議事に入る。日程第１議第３０号は議会に上程される前の議題

のため、非公開とすることに異議はないか。 

 

教育委員 異議なし。  

教育長 異議なしと認め、議第３０号は非公開とする。 

（会議録は非公開とする） 

 

教育長 次に報告事項に入る。令和３年度鶴岡市民俗芸能交流発表会について、

説明をお願いする。 

 

文化財主幹 １２月５日午後１時３０分より、荘銀タクト鶴岡大ホールを会場に鶴岡

市民俗芸能交流発表会を開催する。 

この発表会は、市内の民俗芸能保存継承団体の発表の機会の創出、交流

の場として活用していただくことを目的として、令和元年度から開催し今

回で３回目となる。昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響で開催が懸

念されたが、感染予防対策を徹底し開催した。地元の祭礼においては、今
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年も新型コロナウイルスの感染予防から神事のみとされ、舞の奉納を中止

している団体が多い中、担い手の皆様からは舞の継承を危惧する声が聞こ

えている。このような状況下で、役者の士気を下げないためにもこういっ

た発表の機会を利用し、継承につなげていきたいという強い思いから、出

演を希望されたのが「温海嶽熊野神社保存会」「越中山神楽保存会」「大

山いざや巻保存会」「高寺八講保存会」「六所神社獅子舞保存会」の５団

体である。チラシ裏面に各団体の紹介を記載しているのでご覧いただきた

い。また、大山いざや巻保存会では、大山地域の小中学生も出演を予定し

ている。 

今回は酒井家庄内入部４００年記念プレ事業も兼ね、民俗学を専門とし

ている東北文教大学人間科学部の菊地和博特任教授による出演芸能の解説

も予定している。 

この交流発表会は、民俗芸能保存団体同士が協力して自主的に活動して

いく組織づくりの柱になることを見据え、民俗芸能の継承意識の醸成、高

揚につなげることも目的としている。このチラシにもあるように未来につ

なぐ伝統芸能を盛り上げていくため、委員の皆様からもご承知いただき、

お知り合いの方などにご紹介いただければ幸いである。 

続けて、酒井家庄内入部４００年記念プレ事業、松ヶ岡開墾１５０年記

念歴史講座についてご案内する。１１月２７日午後１時３０分から、出羽

庄内国際村を会場に、東京大学名誉教授である宮地正人（みやちまさと）

氏をお招きし歴史講座を開催する。 

本講演会は、来年迎える酒井家庄内入部４００年記念事業のプレ事業と

して、実行委員会と郷土資料館の共催事業として開催するものである。 

今年は、松ヶ岡開墾１５０年を記念して幕末維新史研究の第一人者であ

る宮地正人氏による「新政府から見た明治初年の庄内士族たちの動向」を

テーマとしてご講演をいただく。ご好評いただき、定員に達するような申

込状況である。委員の皆様からも是非参加いただきたくご案内する。 

教育長 ただいまの報告について、質問等はあるか。民俗芸能は誰でも行けるの

か。 

 

文化財主幹 こちらは事前申込は不要である。会場がタクトであり、是非皆様からお

誘い合わせの上おいでいただきたい。 

 

教育長 ただいまの報告について、質問等はあるか。なければ次に藤沢周平記念

館館内朗読会について、説明をお願いする。 

 

社会教育課長 藤沢周平記念館より、館内朗読会についてご案内する。お手元に配布し

た案内チラシをご覧いただきたい。 

藤沢周平記念館では、記念館への来館を促し、藤沢作品に親しむ機会の

創出の場の一つとして、企画展のテーマに沿った作品の館内朗読会を開催

している。 

今回は、来年の３月２２日までを会期として現在開催している開館１０

周年特別企画展〈『蟬しぐれ』の魅力〉に合わせ、『蟬しぐれ』の朗読を
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企画している。１１月から２月にかけ、各月１回、章を選び朗読を行う。 

今回は１１月並びに１２月に行う朗読会のご案内である。１月、２月の

開催については、１月にご案内させていただく。各回申込受付期間が異な

るためご注意願いたい。 

なお、朗読については、この度も劇団麦の会ＯＢ・ＯＧの皆様にお願い

している。情感溢れる聞きごたえのある朗読であるので、足をお運びいた

だければ幸いである。 

教育長 次に第６３回上野甚作賞について、説明をお願いする。  

図書館長 図書館事業の第６３回上野甚作賞の短歌募集についてご紹介する。歌人

の上野甚作氏の功績を記念し昭和３４年に創設された上野甚作賞への参加

作品を、今年も募集する。学生の方は１２月２１日まで、一般の方は来年

の１月５日までの募集とする。作品展示や歌集の冊子作成、優秀作品の表

彰を予定している。審査会は来年の１月２６日、表彰式は３月６日を予定

している。同時に３月６日より歌集を１冊３００円で頒布する予定である

ので、よろしくお願いしたい。 

 

教育長 ほかに報告はあるか。  

中央公民館長 中央公民館から２枚チラシをお配りしているのでご覧いただきたい。 

最初に鶴岡市生涯学習活動オンライン発表会の参加団体募集である。こ

ちらは市民部コミュニティ推進課の事業であるが、事前に相談をいただい

ており、当館の登録サークルもあるため、連携して実施するものである。

文化祭などが中止になり発表の機会がなくなっている地域の文化団体の皆

さんに、活動の様子を撮影した動画を応募いただくと、市のホームページ

と専用のＹｏｕＴｕｂｅに職員がアップし公開するので、是非応募いただ

きたい。今週からチラシの配布が始まり、地域の生涯学習講座の際に説明

したり、地域庁舎は総務企画課経由で周知を始めたところである。中央公

民館の団体は高齢者のサークルが多いので オンラインは難しい面もある

が、市の職員がサポートするのでチャレンジしていただきたいと考えてい

る。対象は、コミセンや公民館などを拠点に活動しているサークルの方で

あるが、お心当たりがあれば、是非お勧めいただきたい。 

もう１つのプラネタリウムについては、１２月はクリスマスの企画であ

る。先月ご案内した秋のプラネタリウムは今週の土日であるが、大人１人

で来ていただいても、オルゴールの音色で満天の星のもとでリラックスで

きるプログラムである。今週いっぱい申込みを受け付けているので、是非

おいでいただきたい。 

 

教育長 オンライン発表会は画期的な企画である。今までなかったのでは。  

中央公民館長 撮影は高度な質を求めるものではないが、著作権、肖像権にはご注意い

ただきたい。 

 

３番委員 応募はたくさんありそうだが。  

中央公民館長 目標は、コミセンを拠点とするところから３団体、中央公民館から５団

体くらいである。 

 



- 4 - 

３番委員 絵や写真なども応募できるようだが。  

中央公民館 ＹｏｕＴｕｂｅなので基本は動画であるが、展示作品についてはスライ

ドショーなどで作っていただければと思う。 

 

３番委員 ホームページから入っていけばタイトルが載っていて、それをクリック

すればＹｏｕＴｕｂｅの１０分間の映像が見ることができるのか。 

 

中央公民館長 そのとおりである。  

教育長 例えば先ほどの民族芸能発表会に今回は出演しない団体も応募可能か。  

中央公民館 コミセンや公民館に登録している団体であれば対象となる。  

教育長 ほかに報告はあるか。なければこれをもって１１月の定例教育委員会を

終了する。 

 

閉  会  (午後３時４２分) 


